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「自然 とかかわる保育 」で育つ 力に つ い ての 実証的研 究（その 1）
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1 ．は じめ に

　 都 市化 の 進 行 で 自然の 中で 遊 ん だ り動 植物 とふ れ

あ う機会 が 減少 し、こ の こ とが 子 ど もの 成 長 に 少 なか

らず影響を及ぼ して い る の で はない かと、幼 い 少年の

事件の多発な ど
’
か ら指摘 さ れ る こ とは 多い 。 しか しな

が ら、実際の 保育所
・
幼稚園で は、平成元年の 幼稚園

教育要領改訂以 後、領域 の編成が改め られ るなかで 結

果的に 自然領域 が 5領域全 体の 中に埋 め 込 まれ、ま た、

H乍今の 多様な保育ニ
ー

ズ に対する取 り組み の 必要性か

ら、保育の 現場 や保育者養成教育 に おい て、必要性 に

反 して 自然領域へ の 取 り組み が減少 の傾 向 に あ るの で

は な い か と思わ れ る 。

　 自然との ふ れ あ い が 重 要 な の は 自然 の 多様 で 雑多

な特駐か らさまざまな経験 が 可 能 とな り、結果 として

幼児の 発達 に肯定 的 な 影 響 を与 え う る こ との 経験的事

実 か らで あろう 。 自然物 や 自然事象、動植物などの 自

然 とか か わ り、遊ぶな か で 豊か な感性、知 的好奇 心、

探究心 、考えるカ、た くましい 身体、やさしく人間的

な思 い や りを 持 っ た 柔 軟 な心、生 き 物な どの 命 を大切

に す る な ど の 力 が形成 され 得 る こ と は容 易 に 予 想 で き

る 。 今
一
度 そ の重要性を再認識する 必要があると思わ

れ る が、「自然 とか か わ る保育」で どの よ うな力が 育っ

の か とい うこ とに つ い て の客観的データに基 づ い た実

証 的研 究が い まだ なさ れ て い ない 。 また、幼児の 生活

は 総合 的 な もの で あ り、自然 とか か わ る こ と の み で達

成 で きる と言い 切れ る も の で は な く、さ らに、教育の

効果は経年的 な 長期 ス パ ンで の育ち を観察する こ とで

実証的に 検討されなけ れ ばならない 。

　今 回は 厂自然 とかか わ る保 育」 に よ っ て 幼児 に育っ

カ として、保 育者の実感 をもとに 具体的な 「幼児の 活

動 や 様子 」 を 「発達 す る姿」 か ら切 り取 り、そ の 項 目

を 「育っ カ」 の 評 定基準 とする こ とを試 み た 。 こ の 評

定基準を用 い て 幼児の 活動実態を観察 し 、 経年的、実

証的 に 検討をお こ なっ て 有効 な 基準を確 定 して い くこ

とが 最終 目標で ある。

2 ．方法

　表 1の   に示 す よ う に、あ らか じめ 「自然 に か か わ

る 保育」 で幼児 に育 つ と思われ る力（  の カ テ ゴ リー）

に つ い て 、著者 らが 実際の
「幼児の 活動や様子」 を洗

い 出 し設定 した。そ して、2002 年度に 行 っ た 「幼稚園、

保育所 にお け る 「自然 に親 しむ保育」 の 実態 と実施 に

お け る課題 に つ い て 」 の 全国調査（2003 年度保 育学会

発 表 ）で 回答 を い た だ い た 園 の う ち、北 海道、東 京、福

岡、沖縄 の 幼稚園、保育所 520園 に対 して調査用紙を

郵 送で依頼 した 。 回答園数は ］14園 （回収率 21．9％、

回答者数は 122 人 ）で、保育者が該当す る と思 う項目

の 割合を表 1  に示 す 。 また、自由記述で そ の ほか に

幼 児の 変 化 や 身 に つ い た と思 わ れ る力 が あ れ ば 「具体

的な活動や様子」 で 書 い て い ただい た 。 こ れ らの 結果

か ら表 1   に 示 すような 「育つ カ （  の カテ ゴ リーに

示 す）」 と評定基準 （幼児の 活動や様子 ）を設定 した。

3 ．結稟お よび考察

　 表 1の   に 示 す よ うに番号 4、6、12、13、15、21、

24、26、27 の 項 目は 回答の 割合 が低 く、評定基準 と

して は 採用 しに くい と思わ れ る 。 しか し、番号 6、21

に っ い て は年齢ある い は保育経験を重 ね る こ とで 比較

的 可 能に な る と考えられる の で、こ の ま ま採用 す る こ

ととした 。 また、食事や お昼 寝など保育所 で よく見 ら

れ る活 動 で も、幼稚園で は見 られ る こ とが 少 な い 項 目

は 排除する こ とと した。 代わ りに 保 育者 の 意 見 か ら、

バ ラ ン ス 感覚や柔軟性、瞬発力、集中力、器用 さなど、

あ る い は体温調整能力などの 「（6 ）身体 の 発 達」 に つ

い て 有効な項目が設定で きた 。 さ らに、「育っ カ （  の

カテ ゴ リー）」 に 「（7）精神的発達
・
思い や り

・
協調

性」 の 人 間関係やコ ミュ ニ ケー
シ ョ ン 能力など に 関 す

る項 目 を追加 した 。 結果 として 評 定 基準の 項目は 37

項 目 とな り、具 体的内容は表 】の   の とお りで あ る。

4 ．ま とめ

　幼稚 園、保育所 の 自然環境 の 実態や保 育実践 の 程

度、あ る い は年齢（3 ・4 ・5 歳児）と集団保育の経験

年数 な ど を要 因 と し、今回設 定 した指標（表 1  ）を

用 い て 幼児
一

人
一

人の 行動観察を行 い 、そ れ らの関

係や基準の有効性を検討する予定であ る。 保育者が

El々 の 保育で 身に つ け て ほ しい と願 う 「育っ カ」 が

「幼児の 活動 や様子 J と し て具体的に なるこ とは 、

発達 の 方向 目標 が よ り明確 に な る とい う意味 に お

い て 有用 な基準 とな り得 る。そ して 、 実際の 幼児の

発達 する姿を実証的に検討するこ とで 厂自然 とかか

わ る 」 こ との 意義を再確認 し、改め て保育の 場で の

取 り組み の充実を期待するもの で ある。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　表 1 ’
「自然に かかわる保育」で育 つ 力の 評 定基 準

実 際の 「幼児 の様 子 や 活動」につ い て、  保育者が 「自然に か か わる保育」で 育つ と答 えた割合、  育っ 力の 評 定基 準として設

定した 項 目 （ただ し、  に つ い て は複 数回答 で 数値は すべ て ゜fO、全 回 答 数 （総 数 122件 、うち幼 稚 園 44件、保 育所54件、不 明24

件）に 対する回答の 割合とする）

  保育者 が 「自然 にか かわ る保育」で 育つ と答えた割 合
．
　　　　   育 つ カの 評定基準

　　　　　卩
・テゴ ・禰異 「幼 児の 活動や様子 」　　　 ド

体 幼

1
保

カテ ゴ
1丿一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馳

舉　　　　　　　「幼児 の 活動や様子」
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1
　 2 野外での 遊び をい ろい ろ見つ ける二とが で皆 、活 動の 範囲

も広く．イメ
ー

ジが 次々 にわき広 がる 59865957 ．4 2
　 　　 　 　 　

1
幵
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」
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1 自然が

好き で、進
ん で かかわ

ろうとする

意欲 や 悪

度

4
失 敗しても何度でも挑蔵し．やり遂げようとする、や り遂げ

るこ とができる
　　 1236125

．02 フ8

　 〔1 ）

・自然にか

か わろうと

する意 欲

や 驢度
　 4F

自然 や植物 ．璽 、小 動物 などを嫌 がったり．怖 がったりせず に捕らえたり、
さわって遊ん だりできる

5 自然の中では つ い歌を歇 っ た 肌 会 話 がはず ん だり．楽 し

そうな様 子 をみ せ る 607545
　　1704 5

目黙 の中で r夢 〉い諏を歌？だ纂 会話 力｛匿ずんだ り：楽 じそうな梯 子 をみ
尸
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匸
： ．こ

6
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行える 33643 ．2296
門
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ア
花 が咲い たり、実 が 生 っ たり、團庭 や周 りの 自然 の樺 子や

匿 化など に よく気が つ く 745 旧54
　　IO4
，日 1

ア
だカ1咲いた り．翼 が生つた り、圏庭や周 りめ自然の寂化：季節 の変 化 （四 1
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石 、士 ．水などの自黙事物や 雨．風 雲 、雷 、雪、氷などの

自然事 象 の不 思誰 さなどに興 味 ・関 心を示す ことが 多い
500500537
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呪 」晩 リ 気づ
9

虫や植 物 など興 味 を持 った もの ．面 白 そうなもの を保育者

に見 せ にきた り、策めた りして楽しむ 396 ア 955963 1・
虫や植 物など興味 を持ったもの ．面白 そう奪 もの を保 召者 に見せ に きた り．
集めた りして 楽」む 、^。、・竹　Ψ 　

…
へ 二

匸
蒔 噛 サ 昌^・一’

い r」L」て｛1喜 こr
lG 動物や 植物 の 特徴．遣 い ．おもし ろさなどの 様 子 などに関心謇梼ち、よく気

が つ く

10
自然物や 自然串象．あるい はその 不思議さなどに つ いて
よく質問をし、納得がいくまで 何度で も聞き理解 しようとす
る 443477453
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　 ＿　　【　 　 鳶・　　 じ　 　　 ；．　 　 匸　 ’　　 　、ゴく　 「　 　 ウ　　 　 　．辷　　 　 　　 　　 　 げ
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1
弊」　匸」ご　1　　げ　　　　ヒ　　　　＿　　　尸1　　ゴげ　　1尸　　　　　　　　尸　　　　　　　　　　肖

11
維 本や 図鑑 など詈 僂 っ て調 べ たり、醗 んだ りすることが多く

好き で ある 721841685
12 纏 麟 雑 鯨 無 瞬 頗 可礁 癬鰹 噸

4 知 的好

奇 心や揮
究心の深ま

り．考 える

力、科学的
な思考 の 芽
生え

　 1ひとつ の 体験や尭 見から突出」た好奇心が生まれ、次 々　F12
に漂い 知臓や枝術を身に つ 1ナて い こ うとする梯子 が 見られ

　 る 32、O

　　「

3，、8352「
　 〔31
・好奇心・
探 究心

　131体験 L たり匐 べ た りして得た知侮をい ろい ろな人 に伝えたり．さらに もっ と

色 々なもの に つ いて調 べ ようとす る榛 子が 見られる

13
ああでもな い こ うでもな い と試 行錯譌 し、緊中 し て 取り姐 ん

で考えぬ くような 遊びをす るこ とが よ（みられる 2703642041
婦 力卩

興味 老持 つ ど
’
どうなるかため して み よう

「「
や
”
よく見 て み よう

’「
など，なん とも

試 モうとす る店壌 がみ られ る

1 15 不思讙 や変 化に気 づき rなぜ 」「どうして 」と簣 問をする中 で自分なりに仮説

を立 て考 え探 ろうとする揮子が見 られ る

16
興味を 持 っ た ひとつ の こと（縣一

匹の ダ ン ゴムン）に伺時間 も築 中 してか

かわ り、細 か い 発見 をくりかえ亨ことなどが見られ る

14
友遅 がよ（か かわ っ てくるような面 臼 い 遊びを思い つ くこ と
が多 い

　 　 　 　 　 　 　 　 ：
52、5 δ 1．4463

17
　　　の 痔　を　か した　” や　，．の　での　びを獗 輻 耄に

も広が るな ど．友 遷が よくかかわ って（るような面 白い遊 びを思 い っ くことが

龜 い

一 一一

5 遊びを
創造して い

く力

15
次の 遊びを期待し ，保膏者に積極的に 求 め て 新 し い 遊び

をしたがる 320341
　　」
370

18
自然の 中 では遊具 がなくても鬼 ごっこや 伝承 遊び 、ままごとなど自分 たち

でル
ー

ル など崔愛 えな がら副造的に遊 べ る

16
保百瞽 の 働きか けをもとに．発 展的に 自ら工 夫して遊びを
広げ ることが できる 51．6568556

　〔4 ，・遊びの

創薀性・想 像力

19 保育者 の 慟きかけをもとに．発展的「三自ら工 夫じて甚びを広げることが で
1

きる：r再 境 　弓　 　 　 謡、虻∵ ．試 ：層  　 i：　 　 ゴ
「　 ゴ

17 友達 の 遊 びを よ く見 て 積 極 的 に 捗 加 し ようと し た り．協 力 し

て菓回的な遊びが で きる 59B568537
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馳
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一一凵1一『

6 生き物の

命の 大切さ
への 理 解

や愛謹の

心

円
水 をやることや食 べ 物 を与えることなどの必要 性が、自分
の身 に置 き換えて考 えることができるようになる 402455399

23 水や食尽物を与えるこ となどの 応璽性、1あるい は勳物の郵持ちなどを自分
の 易に直き換えて考えることができるようになる 一 1 ：ノ ：，航 定．　

’

20
特に育 て方に興味 を持 っ ていた り、よく知 っ ていた りする生
き物があ駄 友達に教えることで 自信を持つ ことなどがみ ら
れる 525614453
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り．我慳 する こ とが できる 344386352
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レてはし♪けない隼き物 がし｝るこどが わか り 
我 慢することが できる　

“
　　ゴげ　　　1尸　肖　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　ヒヒ　尸　　　　　℃　　　　　　　　　　　　　　1　　1　　　　　り

26 すぺ ての 動植物には
「厂
命
．’
が あるとい うこと、生命の 存在．あるい は 自分と

同 じ ように 成 畏す るこ と など に 気づ （

22 ある程度の 距離壱 歩（こ とや 山壱登るこ となどは疲 れ皆見

せずに やりと lfることができる 631635630
27

ある程度 の距 舞を塚 ことや山を登 ることなどは疲 れを見 せ域にや りどげる

ことができる
」
3 ・罵・　 呉 　　
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231 まとんどい つ も食欲旺 盛である 2B ほとんど い つ も食欲 旺盛 で．苦 手な野興なども残さず 食 ぺ る

241
　 　 1

好き嫌 い が 少なく何 でもよく食 べ る

42 δ

13443a
　6273500冖｝

425
29

　　 　 　い、　　 い　 ’ランス砕　　　　　の こぴし　 　　 で　　　 少な

い．走っ てい ても瞬間的に障害物を避ける隅尭力があるなど身体機能が
倹あ る

フ 身体や

心 のた （ま
しさ．巧み

さ、し なや

か さ
25 厩 など 1、槲 1．くい、かか 。 ても瞰 蛔 復 が早 い

459364519
30

風邪などに かか りにくい ．かか って も比軾的回 愎が 早 い 、あるい は 気候の

変化などに 対して体温 訓節 など の 身 体調 整 能力 に畷れ てい る

26
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 卩

昼寝の 寝つ きが 良く・熟唾する　　　　　　　　　　　　352114

［

667

　 15〕

・身体的
発達

　　L31

思い っ きり走 っ た り、思 い っ きり体 を動かす など盾発 に動くことが 多い

27 昼寝の 暖の 寝起 きが良 い
　　1205

　 45407
32 早 花遊 びなど手 先が器 用 に働き，集中 して遊ぶ ；とができる

1331 多少の ケカは 平気で．置 鯉強くたくましい 、あるい は少 々 の汚 れなど気 に

ぜずおおらかである

34 外遊び の ための身仕度や終わったあとの 汗を拭（、手足の 汚れを始末す
るなど、自己 管理 ができる1自立 心）

　 【力

・緝 神的

　 発達

・思いや り

・協調性

35 仲 間との縡 を大切に し．自分以 外の 者を思 いや るや さしい心 を持 っ ている

一
1 36 い ろい ろな人 や友違を受け 入れ 、一縮に遊んだ りできる

一■．

F
37

がけや 爪に豊るの に手を買したり、ル
ー

ルを語し合うたりして友達同士 助
け 合 っ て遊びを楽しくしたり、面 自くした り、広げたりす ることができる
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